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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

 

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期

第１四半期　　
連結累計期間

第90期
第１四半期　　
連結累計期間

第89期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (百万円) 457,060 655,587 2,304,168
経常利益
又は経常損失(△) 

(百万円) △1,471 48,211 129,140

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失(△) 

(百万円) △615 24,179 55,497

四半期包括利益
又は包括利益

(百万円) 8,199 37,913 76,039

純資産額 (百万円) 913,351 995,616 969,307
総資産額 (百万円) 1,939,889 2,094,804 2,073,836
１株当たり四半期
（当期）純利益
又は１株当たり四半期
純損失(△) 

(円) △2.19 85.80 197.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

(円) ― 85.78 197.00

自己資本比率 (％) 35.4 35.5 35.0

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し 
         ていません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。
３  第89期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する
    ものの１株当たり四半期純損失であるため記載していません。
　

２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当企業グループが営む事業の内容について、重要な変更はあ

りません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

 

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の自動車業界における状況は、世界市場全体では新興国での販売拡

大や米国市場が引き続き高い販売水準で推移したことなどにより、緩やかに拡大しました。国内

においてはエコカー補助金が販売を下支えした一方で、歴史的な円高水準の継続など、当企業グ

ループを取り巻く環境は予断を許さない状況が続いています。

　また、中長期的な視点に立てば、新興国の躍進を背景とした世界市場の様変わりや持続可能な社

会の実現に向けた社会ニーズの変化など、企業経営は大きな変革点を迎えています。そうした状

況を踏まえ、将来に向けて揺るぎない成長をはかるため、社会環境変化やお客様のニーズを先取

りした新商品の開発と拡販、ならびにグローバルでの事業基盤整備に取り組みました。

　当第１四半期連結累計期間の売上高については、前年同四半期の東日本大震災の影響による生

産調整や、当四半期のタイにおける洪水からの挽回生産などの結果、国内外の得意先カーメー

カーの生産台数が大幅に増加したことにより、前年同四半期（4,570億円）に比べ43.4％増の

6,555億円となりました。

　利益については、売上高の増加に加え、企業体質改善活動の成果などにより、営業利益は455億円

（前年同四半期営業損失48億円）、経常利益は482億円（前年同四半期経常損失14億円）、四半期

純利益は241億円（前年同四半期純損失6億円）となりました。

　なお、セグメントの業績は、次のとおりです。

① アイシン精機グループ  

　売上高については、前年同四半期（2,109億円）に比べ45.7％増の3,073億円となりました。利

益については、172億円の営業利益（前年同四半期営業損失50億円）となりました。

② アイシン高丘グループ　

　売上高については、前年同四半期（439億円）に比べ23.3％増の542億円となりました。営業利

益は前年同四半期（5億円）に比べ大幅に増加し、23億円となりました。

③ アイシン・エィ・ダブリュグループ

　売上高については、前年同四半期（1,751億円）に比べ45.8％増の2,554億円となりました。営

業利益は前年同四半期（1億円）に比べ大幅に増加し、196億円となりました。

④ アドヴィックスグループ

　売上高については、前年同四半期（782億円）に比べ46.3％増の1,144億円となりました。利益

については、38億円の営業利益（前年同四半期営業損失2億円）となりました。
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⑤ その他

　売上高については、前年同四半期（331億円）に比べ41.7％増の469億円となりました。利益に

ついては、21億円の営業利益（前年同四半期営業損失6億円）となりました。

(2) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当企業グループの研究開発費は、総額323億円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
種類 発行可能株式総数(株)
普通株式 700,000,000
計 700,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数(株)
（平成24年６月30日）

提出日現在
発行数(株)

（平成24年８月９日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 294,674,634     294,674,634
東京・名古屋各証券取引所市場
第一部

単元株式数
100株 

計 294,674,634 294,674,634 ― ―

（注） 提出日現在の発行数には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれていません。

(2) 【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。　　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 294,674 ― 45,049 ― 62,926

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名

簿による記載をしています。

① 【発行済株式】

 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ― ― ―
議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―
議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

普通株式　　12,853,500
― ―

（相互保有株式）

普通株式        95,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   281,583,6002,815,836 ―
単元未満株式 普通株式       142,534 ― １単元(100株)未満の株式
発行済株式総数 294,674,634― ―
総株主の議決権 ― 2,815,836 ―

 

② 【自己株式等】

 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）      

アイシン精機㈱※
愛知県刈谷市朝日町２丁目
１番地

12,853,500― 12,853,500 4.36

（相互保有株式）                  

豊明木工㈱
愛知県刈谷市野田町場割８
丁目１番地

95,000 ―     95,000 0.03

計 ― 12,948,500― 12,948,500 4.39
 
(注) ※　当社所有の自己株式は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づ

く取締役会決議による自己株式の取得、会社法第163条の規定に基づく子会社からの自己株式の取得および

単元未満株式の買取請求によるものです。

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平

成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成24年

４月１日から平成24年６月30日まで）および当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを

受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 242,650 196,856

受取手形及び売掛金 370,443 366,167

有価証券 127,789 207,885

商品及び製品 81,794 75,904

仕掛品 41,145 43,402

原材料及び貯蔵品 42,211 43,059

その他 106,231 108,205

貸倒引当金 △699 △712

流動資産合計 1,011,566 1,040,769

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 235,339 234,496

機械装置及び運搬具（純額） 275,128 284,454

工具、器具及び備品（純額） 28,779 29,361

土地 114,463 114,977

リース資産（純額） 1,011 976

建設仮勘定 40,412 41,107

有形固定資産合計 695,135 705,373

無形固定資産 16,939 18,988

投資その他の資産

投資有価証券 278,055 258,995

その他 72,525 71,053

貸倒引当金 △386 △375

投資その他の資産合計 350,194 329,672

固定資産合計 1,062,269 1,054,035

資産合計 2,073,836 2,094,804
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 345,277 334,862

短期借入金 56,628 70,436

引当金 20,858 19,571

その他 255,540 264,179

流動負債合計 678,305 689,049

固定負債

社債 70,212 70,188

長期借入金 228,967 214,967

退職給付引当金 96,934 98,547

その他の引当金 5,816 5,122

その他 24,292 21,312

固定負債合計 426,223 410,138

負債合計 1,104,528 1,099,187

純資産の部

株主資本

資本金 45,049 45,049

資本剰余金 59,160 59,171

利益剰余金 644,612 661,746

自己株式 △20,237 △20,207

株主資本合計 728,584 745,760

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,601 48,768

繰延ヘッジ損益 △1,407 △1,446

為替換算調整勘定 △60,471 △49,283

その他の包括利益累計額合計 △3,277 △1,961

新株予約権 2,563 2,772

少数株主持分 241,436 249,044

純資産合計 969,307 995,616

負債純資産合計 2,073,836 2,094,804
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 457,060 655,587

売上原価 419,446 561,710

売上総利益 37,613 93,877

販売費及び一般管理費

給料及び手当 13,182 13,796

その他 29,234 34,483

販売費及び一般管理費合計 42,416 48,280

営業利益又は営業損失（△） △4,803 45,597

営業外収益

受取利息 401 450

受取配当金 1,608 1,699

持分法による投資利益 1,573 1,588

その他 3,505 3,504

営業外収益合計 7,090 7,243

営業外費用

支払利息 1,393 1,318

為替差損 433 1,293

その他 1,931 2,016

営業外費用合計 3,758 4,628

経常利益又は経常損失（△） △1,471 48,211

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,471 48,211

法人税等 △1,474 14,778

少数株主損益調整前四半期純利益 2 33,433

少数株主利益 618 9,253

四半期純利益又は四半期純損失（△） △615 24,179
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2 33,433

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 649 △9,907

繰延ヘッジ損益 △42 △45

為替換算調整勘定 7,745 13,809

持分法適用会社に対する持分相当額 △155 623

その他の包括利益合計 8,196 4,480

四半期包括利益 8,199 37,913

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,997 25,495

少数株主に係る四半期包括利益 2,201 12,417
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【会計方針の変更等】
（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　減価償却方法の変更

　当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間から、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

　これにより損益に与える影響は軽微です。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
　

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期連結累

計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりです。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 31,157百万円 31,773百万円
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（株主資本等関係）
 
Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月21日

定時株主総会
普通株式 7,036 25平成23年３月31日平成23年６月22日利益剰余金

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半

期連結会計期間末後となるもの

　　　　　   　該当事項はありません。

　２　株主資本の金額の著しい変動

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成23年４月１日　残高
（百万円）

45,049 58,836 603,195 △20,784 686,296

四半期連結累計期間中の変動額                     
剰余金の配当         △7,036     △7,036
四半期純損失(△)         △615     △615
自己株式の取得             △1 △1
自己株式の処分     5     25 30
四半期連結累計期間中の変動額合計
（百万円）

― 5 △7,652 23 △7,623

平成23年６月30日　残高
（百万円）

45,049 58,841 595,543 △20,761 678,673

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日

定時株主総会
普通株式 7,045 25平成24年３月31日平成24年６月20日利益剰余金

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半

期連結会計期間末後となるもの

　　　　　   　該当事項はありません。

　２　株主資本の金額の著しい変動

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成24年４月１日　残高
（百万円）

45,049 59,160 644,612 △20,237 728,584

四半期連結累計期間中の変動額                     
剰余金の配当         △7,045     △7,045
四半期純利益         24,179     24,179
自己株式の取得             △0 △0
自己株式の処分     11     18 29

持分法適用会社の除外に伴う
自己株式の減少

            11 11

四半期連結累計期間中の変動額合計
（百万円）

― 11 17,134 30 17,175

平成24年６月30日　残高
（百万円）

45,049 59,171 661,746 △20,207 745,760
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（セグメント情報等）
  

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

（注）　
合計アイシン精機

グループ　

アイシン高丘

グループ　

アイシン・

エィ・ダブリュ

　

グループ　

アドヴィックス

グループ　
計　

売上高                             

外部顧客への売上高 163,55727,562169,44773,173433,74123,319457,060

セグメント間の
内部売上高

47,42516,428 5,721 5,084 74,658 9,838 84,497

計 210,98243,990175,16878,258508,40033,157541,558

セグメント利益
又は損失(△)　

△5,007 547 177 △212 △4,495 △687 △5,182

　（注）「その他」の区分には、各報告セグメントに属さない自動車部品事業が含まれています。　

　
　２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

利益又は損失 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の損失(△)

セグメント間取引消去

その他の調整額　

△4,495

△687　

407

△27

四半期連結損益計算書の営業損失(△)　 △4,803

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
（単位：百万円）

　

報告セグメント

その他

（注）　
合計アイシン精機

グループ　

アイシン高丘

グループ　

アイシン・

エィ・ダブリュ

　

グループ　

アドヴィックス

グループ　
計　

売上高                             

外部顧客への売上高 233,40233,003248,576107,158622,14033,447655,587

セグメント間の
内部売上高

73,98521,223 6,843 7,298109,35113,529122,880

計 307,38754,226255,419114,457731,49146,976778,468

セグメント利益 17,222 2,332 19,650 3,836 43,042 2,141 45,184

　（注）「その他」の区分には、各報告セグメントに属さない自動車部品事業が含まれています。　

　
　２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）

利益又は損失 金額

報告セグメント計

「その他」の区分の利益

セグメント間取引消去

その他の調整額　

43,042

2,141　

324

88

四半期連結損益計算書の営業利益 45,597
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（１株当たり情報）
　

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

(1）１株当たり四半期純利益

    又は１株当たり四半期純損失(△)
△2円19銭 85円80銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益

又は四半期純損失(△)（百万円）
△615 24,179

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失(△)（百万円）
△615 24,179

普通株式の期中平均株式数（千株） 281,447 281,819

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 85円78銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） ― ―

普通株式増加数（千株） ― 51

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益の算定に含めな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から

重要な変動があったものの概要

――――― ―――――

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失であるため記載していません。

　

（重要な後発事象）
 

該当事項はありません。 
 

２ 【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

アイシン精機株式会社(E01593)

四半期報告書

15/17



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 平成24年８月９日

アイシン精機株式会社  

 取　締　役　会　御　中    

 あらた監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 山　本　房　弘

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 川　原　光　爵

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 手　塚　謙　二

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアイシン精機株式
会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から
平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アイシン精機株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
　
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　

　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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